
    「広島大学総合博物館研究報告」投稿規定 （2009年3月16日運営委員会承認） 

 

                                     

１．この規定は、「広島大学総合博物館研究報告」への投稿及び編集に関する基本的事項を定め

るものである。 

２．刊行の目的 

「広島大学総合博物館研究報告」は広島大学総合博物館に関わる学術研究の成果(文化史、自然

史、地誌等)を公表するために刊行する。 

３．総合博物館研究報告の編集 

  総合博物館研究報告の編集は，総合博物館研究報告編集委員会（以下，編集委員会）が担当

する。編集委員会は，本規定および執筆要領に定める投稿原稿のほかに，必要に応じて寄稿を依

頼することができる。 

４．著作権 

  掲載された論文の著作権は，広島大学総合博物館に属する。 

５．投稿の資格 

 (1)論集に単独または連名の筆頭著者として投稿できるのは，総合博物館に所属する教職員，総

合博物館の運営委員・企画委員・研究員・客員研究員、その他編集委員会が適当と認めた広島大

学の教職員・大学院生・学部生・研究生、学外の研究者とする。 

 (2)連名で投稿する場合，前号以外の者を共同執筆者として投稿者に加えることができる。 

 (3)本誌の末尾に投稿者全員の所属を明記する。 

６．投稿編数 

  各号に単独で投稿できるのは， 1人1編とする。このほかに連名投稿1編の投稿者となること

ができる。 

７．原稿の種別 

  原稿の種別は執筆要領で定める。 

８．原稿の長さ 

  原稿の種別に応じて原稿の長さの上限を執筆要領で定める。 

９．投稿の申し込みと原稿の提出 

  原稿の投稿を希望する者は，あらかじめ原稿のタイトル，キーワード，要旨，原稿の種別，

原稿の長さなどの必要事項を，定められた期限までに編集委員会に提出する。編集委員会はこれ

らの事項を審議し，著者に投稿の可否を通知する。その後，筆者は定められた期日までに執筆要

領にもとづいて原稿を作成し編集委員会に投稿する。 

１０．原稿の採否 



  投稿された原稿は，閲読者の意見に基づいて編集委員会が掲載の可否を決定する。 

１１．著者の負担 

  (1)掲載された原稿については別刷を作ることができる。その経費は著者の負担とする。 

  (2)カラー印刷等の特殊な印刷を必要とした場合は、編集委員会はその経費を著者に請求す

ることができる。 


